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有限会社澤地シェルモールド

１．会社概要



■ 商 号 有限会社澤地シェルモールド

■ 所在地 〒270-0107

千葉県流山市西深井1028－45　（流山工業団地内）

TEL : 04-7152-5211

FAX : 04-7155-5525

mail : info@sawachi.net

URL : http://sawachi.net

■ 創　 業 昭和４４年４月

■ 法人設立 昭和５６年３月

■ 資本金 ３，０００千円

■ 代表者 代表取締役　澤地　雅彦

■ 実施体制（組織図）および環境管理責任者・環境事務局
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■ 事業内容 ● シェルモールド法による中子および主型の製作

● 製品組み付けおよび検査の請負

■ 主要設備

《シェルモールド造形設備》 ● コイルダンプ造型機　 500×600 1台

《中子造形機》 ● 垂直割トップブロー造型機 300×300 3台

400×400 8台

500×500 4台

600×600 3台

● 金型予熱器 1台

※中子製品

※垂直割トップブロー造型機　600×600

《検査設備》 ● 通水・耐圧検査装置 1台

※海外から輸入した浄水器の蛇口

※通水・耐圧検査装置（右の写真の浄水器の蛇口を取付け通水等の検査を行う）

《運搬設備》 ● フォークリフト 3台

● トラック 1台

● 社用車 4台
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■ 事業規模

■ 事業年度 ４月1日～翌年3月末まで

■ 許認可 特にありません。

■ 所属団体 ● 流山工業団地協同組合　 (電話）04－7153－3001

● 流山商工会議所　　 (電話）04－7158－6112

● 公益社団法人松戸法人会 (電話）04－7366－7322

■ 対象範囲 全社、全組織、全活動（事業内容に記載）を対象範囲とします。

182㎡

1,538㎡

21人

2020年度

（2020/4～2021/3）

409百万円

99百万円

508百万円

1,356㎡

2021年度

（2021/4～2022/3）

330百万円

122百万円

452百万円

1,356㎡

550百万円

1,356㎡

182㎡

1,538㎡

26人
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(事務所棟延床面積）

(中子売上高）

(検査組立等売上高）

総売上高

従業員数(年度末）

(工場延床面積）

総床面積

182㎡

1,538㎡

31人

2019年度

（2019/4～2020/3）

466百万円

84百万円



■ 理念 　有限会社澤地シェルモールドは、最高品質の製品をお客様に提供

するとともに、「環境経営」を最重要経営課題と認識し、「省エネ

ルギー化」、「省資源化」、「廃棄物の削減」に真摯に取り組み、

「持続可能な社会」の実現に貢献することを基本方針とします。

■ 行動指針 ● 環境関連法規、条例、規制、協定を遵守します。

● 環境経営への取り組みとして、環境目標および行動計画に下記の

重点課題を定め、環境方針に整合した活動を行います。

①二酸化炭素排出量（電力使用量、ガソリン、軽油、等の削減）

の削減を推進します。

②廃棄物の削減および紙資源等の有効利用を推進します。

③水資源使用量（排水量）の削減を推進します。

④生産効率を高め、不良率を低減することで、省資源化（原材料

の削減）及び省エネ化（電力、プロパンガスの削減等）を推進

します。

● 環境方針を朝礼等で全従業員に周知徹底し、環境経営の意識付け

を積極的に行います。

●当社のホームページの重点テーマを「環境経営」とし、お客様・

地域・業界等社外に積極的にアピールしていきます。

2017年9月1日制定

有限会社澤地シェルモールド

代表取締役 澤地　雅彦
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　当社の事業活動における環境負荷を「環境負荷チェックリスト」にて把握し、

下記の項目・数値を環境目標として策定しました。

2021年度（2021年4月～2022年3月）の実績および目標達成結果は下記のとおりです。

削減

目標％

目標

絶対値

目標

原単位

実績

絶対値

実績

原単位

：原単位で評価する。 2021年4月～2022年3月中子生産高＝ 百万円

：実績絶対値で評価する。 2018年4月～2019年3月中子生産高＝ 百万円

注記：電気の二酸化炭素排出係数には2015年度東京電力エナージーパートナー実排出係数の0.500㎏-CO2/kWhを使いました。

環境目標

1.0%-3.2% －
水使用量

削減
ー 369 ー 1.0%

1,079

127,181 2.0%

2.0%

産業廃棄物(廃ﾌﾟﾗ）の

削減（単位：kg）
1,120 92.2% 1,033 ー 0 ー ー

1.5% 1.5%

都市ガスの削減

（単位：N㎥)

2024

年度

目標

（対

前年

比）

1.0%

1.0%

1.0%

1.5%

1.0%

1.5%

1.5%

1,105 94.6% 2.8 1,056 3.2 15.8% ✕

【基準年度】

2018年度

1083.3

年間

実績絶対値

2021年度目標

433,464

13.0

1,045

1.5% 1.0%

1.5%

1.5%

-9.0% ○

-17.3% ◎

4.0% －

278

2.0% 1.5%

水道水の削減

（単位：㎥）
401 95.1% 381

ー

336

1.0%

1,617

廃棄物

削減

二酸化炭素/合計

（単位：kg-CO2)

一般廃棄物の削減

（単位：kg）
1,170

有価物

削減

シェルガラの削減

（単位：kg）
137,940

92.2%

92.2%

579,183612,892 94.5% 1530.0 443,635 1,344

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

94.6%
電力の削減

（単位：kWh）

プロパンガスの削減

（単位：kg）
125,037 94.1% 310.8

94.6% 5.9

4,936

2,218

117,660

ﾚｷﾞｭﾗｰｶﾞｿﾘﾝの削減

（単位：ℓ）
2,345

軽油の削減

（単位：ℓ）
5,218

1.5% 1.5%

1.5%

10.3

84,823 257

2,974 9.0

3,409

53.7% ✕

-17.4% ◎

1.5% 1.0%

982 ー

91,722

1.5%

◎ 2.0% 1.5%

-12.2% ◎

2022

年度

目標

（対

前年

比）

2023

年度

目標

（対

前年

比）

1.5% 1.0%

1.5% 1.0%

-4.2% ○

-20.8% ◎

2021年度(2021年4月～2022年3月）

342,652 1,038

結果と

評価

2021年度実績

410,057

94.6%
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1.5%
原材料

削減

コーテッドサンドの

削減（単位：t）
1,718 94.1% 4.3 1,466 4.4

330.2

378.5

【2020年度/2021年度：CO2排出量比較】

2020年度 193,240 5,757 13,304 3,717 304,101 520,119

比率(%) 37.2% 1.1% 2.6% 0.7% 58.5% 100.0%

2021年度 171,326 6,505 8,813 2,359 254,470 443,473

比率(%) 38.6% 1.5% 2.0% 0.5% 57.4% 100.0%

電力 ガソリン 軽油 都市ガス
プロパン

ガス
合計



※ 電力：調達価格自体は上昇しているが、原単位では21年度の目標を達成する。

※ 軽油：主要顧客の配達回数の減少により、トラック燃料としての消費が減少。在庫管理の徹底によって

※

※

※

※

※ 都市ガス：事務棟の暖房等に使用。受託検査受注量に対して増加。今後、冬季暖房方式要検討。

※

※

※

※

（6／11）

フォークリフトの運転時間の短縮も寄与する。

コーテッドサンド：中子の主材料である。2021年度の仕入金額4,667万円。

プロパンガスの使用量は前年比83%に留まるも、調達コストは139%となる。

ガソリン：新規顧客開拓、福島県、山形県等の顧客増に伴う消費増大にて、未達となる。

シェルガラ：有価物である。2021年度は91,722kg。

プロパンガス：金型加熱用熱源として使用する。コスト大、2021年度：897万円、前年比118%。

一般廃棄物：可燃ごみ、不燃ごみ、段ボールがある。2021年度は983kg。前年比89％

産業廃棄物：8月度に鉄くず　1,030Kg排出あり。

上水道：　工場棟トイレ改修自動水栓化図り、21年度目標をクリアー。

プロパンガス：金型加熱用熱源として使用する。金型の保温(断熱)改良等を実施し、消費量減少。

2020年度

電力 ガソリン 軽油 都市ガス プロパンガス

2021年度

【2020年度/2021年度：CO2排出量比較】

2020年度 193,240 5,757 13,304 3,717 304,101 520,119

比率(%) 37.2% 1.1% 2.6% 0.7% 58.5% 100.0%

2021年度 171,326 6,505 8,813 2,359 254,470 443,473

比率(%) 38.6% 1.5% 2.0% 0.5% 57.4% 100.0%

電力 ガソリン 軽油 都市ガス
プロパン

ガス
合計



　本年度は、2018年度（初年度）から、活動4か年の向かえる。期間内では、生産設備の更新やメンテナンスを通して、

省エネ機器への置き換えなどの効果もあり、初年度から二酸化炭素排出量をかなり削減できつつある。

また、「生産管理システム」の活用と定着によって、ムダの削減、効率化にも大きく寄与してきた。今後も、ユーティリ

ティ設備の保全、生産設備のメンテナンスなどを通して、省エネ生産活動を推進していく。

○

○

〇

○

◎

○

○

◎

◎

○

◎

○

〇

○

○

○

環境目標 環境活動計画の具体的取組項目

①不良率の削減、生産性向上➡コストダウン

②急加速・急停止の防止

②空調の不要時の電源OFF

③給湯器の無駄な使用の削減

自動車燃料（軽

油及びｶﾞｿﾘﾝ）

の削減

①アイドリングストップの励行

評価および今後の取組み

設備ﾒﾝﾃﾅﾝｽを通し、ﾁｮｺ停減少

自主点検ﾁｪｯｸｼｰﾄを運営している。予防保全。

受託検査試験装置のｲﾝﾊﾞｰﾀ化

◎

「生産管理システム」が順調に稼働している。

生産指示と納入までがﾜﾝｽﾄｯﾌﾟとなり効率化に大きく寄与

する。特に、ﾌﾟﾛﾊﾟﾝｶﾞｽ使用量の縮減が大きい。

二酸化炭素の排出量減少に寄与する。

〇

今後、金型の改良によって熱効率を上げるとともに、不良

状況を分析し作業のより一層の効率化を実現する。

○
納品は外部委託で励行を通達、社用車は、安全運行を徹底

している。

節水シールを貼付し意識付けをした、効果あり。

1台更新のため発注。22年8月導入予定

以前より冷房28度、暖房20度を目安に徹底している。

朝礼等で徹底の呼びかけ実施している。

廃棄物

排出量

削減

廃棄物の削減

①梱包材の有効利用及びリサイクル活用

②節水の意識付け

③節水シールの貼り付けとポスター掲示

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

マシン稼働燃料

（プロパンガス

及び電力）の削

減

【具体的取組項目】

①マシンの無駄な停止時間の削減

②生産条件の遵守(温度、生産時間等）

③金型及びマシンの適切なメンテ

④コンプレッサーのエア漏れ点検

【中期計画】

①モーターのインバーターによる回転数制御

【期待される効果】

②コーテッドサンドの歩留向上

都市ｶﾞｽ（空調

に利用）の削減

①空調の適正温度設定

③効率的な運転（自社貨物車）

梱包材に関しては徹底し、廃ﾊﾟﾚｯﾄを顧客先へ譲渡し、リ

サイクル活用している。

コロナ禍のため、操業度低下している。ｼｪﾙｶﾞﾗの絶対量

も減少している。金型ﾒﾝﾃﾅﾝｽを継続する。

水使用

量の削

減

水使用量の削減

①漏水の定期点検

②分別の徹底

③帳票見直しによる印刷物の削減

④素材別ボックスの設置

有価物

排出量

の削減

①工場棟の洗浄弁の自動水栓化

【中期計画】
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EA21を契機に徹底して実行している、効果あり。

以前より徹底している。

EA21を契機に徹底して実行している、効果あり。

○
節水シール、節水ポスターを事務所と食堂に掲示、また、

朝礼等で適宜教宣を実施する。

造型機の砂こぼれ対策を実施している。

EA21を契機に徹底して実行している。

有価物（ｼｪﾙｶﾞ

ﾗ）の削減

※上記マシン稼働燃料の削減と同じ

【中期計画】

①改良された金型及びマシンの導入

工場棟1Fﾄｲﾚ改修

工場棟１Fﾄｲﾚ洗浄弁の自動水栓化



◎

○

○

(5)コーテッドサンド：原単位評価では4.0ポイント上昇。

教

育

意識付け等の社

員教育

①朝礼で省エネの意識付け

②食堂に省エネ達成状況のグラフを掲示

原材料

の削減

原材料の削減お

よび省資源化
③前処理の合理化で生産工程の時間を短縮する

④金属ｶﾞﾗ、廃ﾌﾟﾗ、木くず等の分別を推進する

【中期計画】

①現場に「作業日報」を書かせ、不良再発防止に

努め、不良率を下げる。

①生産設備の改善を図り不良率の低減がはかれ

た。

環境目標

「省エネ達成度グラフ」の様式を改定し、従業員の理解度

を深める。

　金型改造等で熱効率の向上に努めた。電力・プロパンガスともに削減に努めた。

(4)シェルガラ：コロナ禍により、売上高が減少。原単位評価でも、△17.3％となり、

　絶対量も減少する。設備メンテナンス、金型加工精度向上で、不良率低減が寄与した。

　適宜調整を図り、絶対値では減少させた。

　製造単価上昇を価格転嫁できていない。
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EA21開始時に社内説明会を実施した。今後も適宜説明会

を実施し啓蒙活動を行う。

評価および今後の取組み

○

EA21を契機に徹底して実行している、効果あり。

不良原因の分析を行い、４M対策を行い、不良率低減を定

着させる。

○

「生産管理システム」が順調に稼働している。

製造条件を守ることにより、不良率が低減し、より原材料

が有効に使用できた。個別の造型機では、位置決め制度を

上げて、砂こぼれ対策を実施している。

　こぼれ対策を継続する。

【2021年度取組みの評価】

(1)電力：主要顧客先の生産状況が不安定のため、原単位値では上昇するも、需要に合わせて

(2)ガソリン、軽油：調達コストの上昇もあるが、新規顧客開拓等の営業活動にて、ガソリン

　使用量は増加傾向にあった。

(3)プロパンガス：調達コストは前年比４割上昇。金型改造等を行いコスト上昇に耐える。　　　　製造単価上昇を価格転嫁できていない。

　仕入れ絶対量では目標値で115トン減少。無駄削減のため、設備メンテナンスと砂

環境活動計画の具体的取組項目

②新たに「製造指示書」を作ることにより、機械

の無駄時間を削減する。



作成日：2022年4月1日

区　　分 法規制等名称 要求事項及び手続き・対応方法 対象施設等 確認方法 結果

1)廃棄物一時保管場所の表示

2)飛散、悪臭、漏えいがない
標識と施設現地確認

1)認可を受けた廃棄物運搬業者及び処分業者と

契約

2)契約内容に沿って廃棄物品目の委託

契約書(収運、処分）

産業廃棄物の処理の状況確認 業者ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで確認

1)品目別産業廃棄物管理票の交付

2)管理票記載内容確認(B2票D票:90日以内、E

票-180日以内に来ないときは知事へ報告）

3)管理票の5年間保管

産業廃棄物管理票

知事へ産業廃棄物管理票の交付状況報告書提出

（前年分を6月末まで）

産業廃棄物管理票交

付状況報告書

消火設備設置、避難路の確保 消火設備、避難路
消火器の置き場所等確

認、避難通路確認
適合

ｱｾﾁﾚﾝｶﾞｽ保管および貯蔵量 保管場所、貯蔵量 保管場所及貯蔵量の確認 適合

少量危険物としての保管場所（届出、数量が合

計で指定数量未満である）
保管場所 指定数量未満を確認 適合

道路運送車両法 排ガス基準、騒音基準適合
社用車4台

※配送は外注

定期点検票、

車検証
適合

道路交通法 速度超過、酒気帯び事故時の処置
社用車4台

※配送は外注

定期点検票、

車検証
適合

騒音規制法 適合

振動規制法 適合

第1種特定製品の点検

・事務所・食堂・工場のｴｱｺﾝ6台➡

「点検対象機器一覧表」、「簡易点

検表」に詳細を記載

・7.5kW以上のｴｱｺﾝ➡無し(定期点

検不要）

点検対象機器一覧

表、簡易点検表
適合

第1種特定製品からのフロン類の漏えい時の措

置

(1)漏えい箇所の修理、

(2)故障等に係る点検及び修理

(3)修理が完了するまでフロン類の充填禁止

上記エアコン
左記フロン類の

漏えい時の措置
適合

第1種特定製品の点検及び整備に係る記録を廃

棄するまで保存
上記エアコン

点検及び整備の記

録・保存
適合

流山市下水道条例

千葉県水質汚濁防止法

排水基準を遵守し、基準に適合しない汚水は排

除する。
手洗い場3か所

流山市のホームペー

ジで確認
適合

流山市の一般廃棄物

処理基本計画

家庭用廃棄物、事業系廃棄物、事業系一般廃棄

物の分別を遵守する。

一般ゴミ（一廃、可燃年間600kg、

段ボール年間410kg）

流山市のホームペー

ジで確認
適合

※弊社に適用される環境関連法規制の遵守状況を確認した結果、違反の無いことを確認いたしました。

  なお、これらの法規制に対する関係機関からの違反の指摘および関連する訴訟等は過去3年間ありません。
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廃棄物の処理及び清

掃に関する法律（廃

棄物処理法）

【産業廃棄物】

・金属くず：発生無し

・鉄くず：1,080Kg

・木くず：発生無し

・廃プラ：発生無し

・廃油：無し

騒音・振動

温暖化防止

条例

化学物質管理

火災予防

車両運転

消防法

廃棄物等

特定施設の設置に関

する届出書提出

→平成29年12月4日受

理

空気圧縮機

フロン排出抑制法

特定工場等の規制基準の遵守

特定施設の届出(空気圧縮機7.5ｋW以上)

発生

無し
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　「作業管理システム」によって、現場での動きを数値化し分析することで、引き続き

改善の芽を見つけ出し、更なる効率的経営および省エネ経営を推し進めていく。

割と担当責任者の見える化を行った。

き作業場内の環境改善のため経営資源を投入していく。

　当社は以前から省エネ経営に注力しており、①電灯のLED化、②省エネタイプ

　新規顧客開拓では、2社と購買契約を取り交わすことができたが、顧客要求コストは

依然厳しく、引き続き原価低減に努めていく必要がある。

トイレ水栓の自動水栓化、工場棟トイレ改修(照明器具)でのLED化を推し進めるとともに

自社貨物車の更新(省エネ、クリーン化のため)の手続きを行ってきた。

てきた。また、生産現場での効率化を推し進めるため、「役割分担作業者」を任命し、役

　省エネ、クリーン化、二酸化炭素削減では、受託検査試験装置のインバータ化、事務棟

　また、調達コストの上昇に伴う対策として、金型の遮熱対策による放熱軽減を行うと

ともに、金型温度分布改善のためのバーナーチップ配列変更なども実施してきた。

エアコンへの切替え、③室内温度管理の徹底、④節水を推進してきているが、引き続

　毎週朝礼では省エネ経営について報告を行い、従業員への周知徹底も平行して推し進め

　当社は（株）SUBARUの二次下請けであり、一次下請けの杉谷金属工業㈱より、多く

受注している。昨年度は、コロナ感染症の影響もあったが、2020年度：5億700万円の

売上高を確保した。

　前年度は、より付加価値の高い中子の受注に繋げるべく、企画開発部を立ち上げ、新規

顧客開拓や環境負荷の低い中子造形法の検討なども行っており、本年もそれを継続する。

　2021年度はコロナ禍による顧客先のライン停止、生産調整などが顕在化し、売上高は

4億5千300万円に留まった。

　大きな要因としては、半導体不足による顧客先ラインの停止、内燃機からEV化へのシ

フトなどがあげられる。幸いにして、主要顧客である㈱SUBARUでは、HEV化の生産を

のと思われる。

継続していくことから、当面、生産増減はあるにしろアルミ製鋳造部品の需要は続くも



■ 用語集

◆ 中子とは？

・空洞がある鋳物を造るときに、空洞にあたる

部分として、鋳型の中にはめ込む砂型のことです。

・中子を鋳型にセットし、溶湯（ｱﾙﾐ）を流し込むと

中子部分はアルミが満たされません。

・溶湯(ｱﾙﾐ）が固まり、型をばらすと砂型の中子は崩壊し、

その部分が空洞になります。

◆ ｼｪﾙﾓｰﾙﾄﾞ（Shell　Mold　Process)とは？

・金型を使って鋳造品を製造するための精密な砂型を

造る製法のことをいい、鋳型が貝殻状になること

から、ｼｪﾙﾓｰﾙﾄﾞと呼ばれています。

・金型に、ﾌｪﾉｰﾙ系樹脂の粉末を混ぜた”けい砂”を

吹き込み、熱硬化作用で固めて鋳型（砂型）を ※シェルモールド法による中子製品

造ります。鋳型に溶湯(ｱﾙﾐ）を注入して鋳物を

製造します。

・大量生産が可能で、自動車のｴﾝｼﾞﾝ部品、ﾊﾞﾙﾌﾞなどの

寸法精度の高い鋳物を造ることが可能です。

◆ コーテッドサンドとは？

・中子製品を造るときの主材料で、珪砂を一粒ずつ フェノール樹脂等でコーティングしている。

◆ シェルガラとは？

・中子を造る過程における廃砂のことであり、有料で引き取られ再利用される。
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ｱﾙﾐ製品

中子

（砂型）


